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通信、サービス、偏向のない言語、および

その他の情報

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Supportにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

Ciscoバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアの問題に関する詳細な情報を提供します。

偏向のない言語

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザーインターフェ
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イスにハードコードされている言語、基準ドキュメントに基づいて使用されている言語、また

は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。
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第 1 章

HyperFlexの自動サポートとSmart Call Home

この章では、CiscoHyperflexシステムの自動サポートとSmart CallHomeの情報を提供します。

• HyperFlexの自動サポートと Smart Call Home（1ページ）

HyperFlexの自動サポートと Smart Call Home
HXストレージクラスタを構成して、文書化されたイベントに関する自動化された電子メール
通知を送信することができます。通知内の収集されたデータを使用して、HXストレージクラ
スタの問題のトラブルシューティングに役立てることができます。

Auto Support (ASUP)および Smart Call Home (SCH)は、プロキシサーバの使用をサポートして
います。プロキシサーバの使用を有効にし、HX Connectを使用して、両方のプロキシ設定を
構成できます。

（注）

Auto Support（ASUP）

Auto Supportは、HXData Platformを通じて提供されるアラート通知サービスです。Auto Support
を有効にすると、HX Data Platformから、指定されたメールアドレスまたは通知を受信したい
電子メールエイリアスに通知が送信されます。通常、Auto Supportは、HXストレージクラス
タの作成時に、SMTPメールサーバを設定し、電子メールの受信者を追加して設定します。

未認証の SMTPのみが ASUPのサポート対象となります。（注）

構成中に [Enable Auto Support (Auto Supportを有効にする)]チェックボックスが選択されて
いない場合、次の方法を使用してAuto Supportをクラスタの作成後に有効にすることができま
す。
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関連トピッククラスタ作成後のASUP構成方法

HX Connectを使用した自動サポートの設定（3ページ）HX Connectユーザインターフェ
イス

CLIを使用した通知設定の構成（4ページ）コマンドラインインターフェイ

ス（CLI）

Cisco HyperFlexは Cisco DevNetでの REST APIをサポート
します。

REST API

Auto Supportは、監視ツールに HXストレージクラスタを接続するためにも使用できます。

Smart Call Home（SCH）

Smart Call Homeは、HXストレージクラスタを監視し、ビジネスの運営に影響をおよぼす前に
問題にフラグ付けして解決を開始する、自動化されたサポート機能です。これにより高いネッ

トワーク可用性と運用効率の向上をもたらします。

CallHomeは、さまざまな障害や重要なシステムイベントを検出してユーザに通知する、Cisco
デバイスのオペレーティングシステムに埋め込まれている製品機能です。SmartCallHomeは、
基本的な Call Home機能を強化するための自動化と便利な機能を追加します。Smart Call Home
を有効にすると、Call Homeのメッセージとアラートは Smart Call Homeに送信されます。

Smart Call Homeは Ciscoの多くのサービス契約に含まれており、次が含まれます。

•自動化された、24時間の機器監視、プロアクティブな診断、リアルタイムの電子メール
アラート、サービスチケットの通知、および修復の推奨。

• Call Home診断とインベントリアラームをキャプチャおよび処理することにより指定され
た連絡先に送信される、プロアクティブなメッセージング。これらの電子メールメッセー

ジには、自動的に作成された場合に Smart Call Homeポータルと TACケースへのリンクが
含まれています。

• Cisco Technical Assistance Center（TAC）による優先サポート。Smart Call Homeでは、ア
ラートが十分に重大な場合、TACケースが自動的に生成され、デバッグおよび他の CLI
出力が添付されて、https経由で適切なサポートチームにルーティングされます。

•カスタマイズ可能なステータスレポートおよびパフォーマンス分析。

•次に対するWebベースのアクセス 1箇所における修復のためのすべての Call Homeメッ
セージ、診断、および推奨、TACケースのステータス、すべてのCall Homeデバイスの最
新のインベントリおよび構成情報。

HXストレージクラスタ、ユーザ、サポートの間で自動的に通信が行われるように設定する方
法については、データ収集用の Smart Call Homeの設定（7ページ）を参照してください。
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第 2 章

HyperFlexの自動サポートとSmart Call Home
の構成

この章では、CiscoHyperflexシステムの自動サポートとSmart CallHomeの情報を提供します。

• HX Connectを使用した自動サポートの設定（3ページ）
• CLIを使用した通知設定の構成（4ページ）

HX Connectを使用した自動サポートの設定
一般に、AutoSupport（ASUP）はHXストレージクラスタの作成中に設定されます。設定され
なかった場合は、クラスタ作成後に HX Connectユーザインターフェイスを使用して有効にす
ることができます。

ステップ 1 HX Connectにログインします。

ステップ 2 バナーで、[設定の編集（Edit settings）]（歯車アイコン）> [自動サポートの設定（Auto Support Settings）]
をクリックして、次のフィールドに値を入力します。

基本的な情報UI要素

以下を有効にすることにより、この HXストレージクラスタの
Call Homeを設定します。

• Cisco TACへの分析用データの配信。

•プロアクティブサポートの一環としてのサポートからの通
知。

[自動サポートの有効化（推奨）
（EnableAuto Support (Recommended)）]
チェックボックス

通知を受信する電子メールアドレスを入力します。[サービスチケット通知の送信先（Send
service ticket Notifications to）]フィール
ド

エンドユーザー使用契約。自動サポート機能を使用するには、こ

のチェックボックスをオンにする必要があります。

[Terms and Conditions (使用条件)]
チェックボックス
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基本的な情報UI要素

• Webプロキシサーバ URL

• [ポート（Port）]

•ユーザー名（Username）

•パスワード

[プロキシサーバを使用（Use Proxy
Server）]チェックボックス

ステップ 3 [OK]をクリックします。

ステップ 4 バナーで、[設定の編集（Edit settings）]（歯車アイコン）> [通知の設定（Notifications Settings）]をクリッ
クして、次のフィールドに値を入力します。

基本的な情報UI要素

オンにした場合は、次のフィールドに値を入力します。

•メールサーバアドレス

•送信元アドレス（From Address）：サポートサービスチケット
でHXストレージクラスタを特定するために使われる電子メール
アドレスを、自動サポート通知の送信者として入力します。現

在、この電子メールアドレスにはサポート情報が送信されませ

ん。

•受信者リスト(カンマ区切り)

[電子メール通知によるアラームの
送信（Send email notifications for
alarms）]チェックボックス

ステップ 5 [OK]をクリックします。

CLIを使用した通知設定の構成
HXストレージクラスタからアラーム通知を受信する設定を構成および検証するには、次の手
順に従います。

未認証の SMTPのみが ASUPのサポート対象となります。（注）

ステップ 1 sshを使用して HXストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 SMTPメールサーバを設定し、設定を確認します。

指定された受信者に電子メール通知を送信するためにSMTPメールサーバで使用される電子メールアドレ
スです。

構文：stcli services smtp set [-h] --smtp SMTPSERVER --fromaddress FROMADDRESS

Cisco HyperFlex Smart Call Homeクイックスタートガイド
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例：

# stcli services smtp set --smtp mailhost.eng.mycompany.com --fromaddress smtpnotice@mycompany.com

# stcli services smtp show

ステップ 3 ASUP通知を有効にします。
# stcli services asup enable

ステップ 4 受信者の電子メールアドレスを追加して、設定を確認します。

電子メール通知を受信する一連の電子メールアドレスまたは電子メールエイリアスのリストです。複数の

電子メールはスペースで区切ります。

構文：stcli services asup recipients add --recipients RECIPIENTS

例：

# stcli services asup recipients add --recipients user1@mycompany.com user2@mycompany.com
# stcli services asup show

ステップ 5 HXストレージクラスタの eth1:0 IPアドレスを所有しているコントローラ VMから、電子メールでテスト
ASUP通知を送信します。
# sendasup -t

eth1:0 IPアドレスを所有しているノードを判別するには、sshを使用して HXストレージクラスタの各ス
トレージコントローラ VMにログインし、ifconfigコマンドを実行します。他のノードから sendasupコ

マンドを実行しても、出力は何も返されず、受信者はテストを受信しません。

ステップ 6 すべてのストレージコントローラ VMの IPアドレスから電子メールを送信できるように電子メールサー
バを設定します。
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第 3 章

HX Smart Call Homeデータコレクションの
構成

この章では、Cisco Hyperflexシステムの Smart Call Homeデータコレクションの設定方法につ
いて説明します。

•データ収集用の Smart Call Homeの設定（7ページ）

データ収集用の Smart Call Homeの設定
データコレクションはデフォルトで有効にされますが、インストール時にオプトアウト（無効

化）することができます。クラスタ作成後のデータコレクションを有効にすることもできま

す。アップグレード中、SmartCallHomeの有効化はレガシー構成によって決まります。たとえ
ば、stcli services asup showを有効にすると、アップグレード時に Smart Call Homeが有効
になります。

HXストレージクラスタに関するデータコレクションは、httpsを介して Cisco TACに転送さ
れます。インストールされているファイアウォールがある場合、Smart Call Homeのプロキシ
サーバの構成は、クラスタ作成の後に完了します。

HXクラスタからの発信接続がプロキシサーバを通過する必要がある展開では、SmartCallHome
はプロキシサーバの使用をサポートしていません。

（注）

HyperFlex Data Platformリリース 2.5(1.a)では、Smart Call Home Service Request（SR）の生成で
プロキシサーバは使用されません。

（注）

Smart Call Homeを使用するには、次のものが必要です。

•対応するCiscoUnified Computing Support Service契約またはCiscoUnified ComputingMission
Critical Support Service契約と関連付けられた Cisco.com ID。
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•登録されるデバイス用の Cisco Unified Computing Support Serviceまたは Cisco Unified
Computing Mission Critical Support Service

ステップ 1 HXストレージクラスタ内のストレージコントローラ VMにログインします。

ステップ 2 HXストレージクラスタをサポートに登録します。

HXストレージクラスタを登録すると、収集されたデータに IDを追加し、Smart Call Homeを自動的に有
効にします。HXストレージクラスタを登録するには、電子メールアドレスを指定する必要があります。
登録後、問題が発生して TACサービス要求が生成されるたびに、このメールアドレスはサポート通知を
受け取ります。

構文：

stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS

例：

# stcli services sch set --email name@company.com

ステップ 3 HXストレージクラスタからサポートへのデータフローが機能していることを確認します。

データフローが機能していれば、問題が発生した場合にサポートがそれをトラブルシューティングするう

えで役立つ関連情報が確実に得られます。

TACに連絡して接続を確認してください。（注）

# asupcli [--all] ping

--allオプションは、HXクラスタ内のすべてのノード上でコマンドを実行します。

ステップ 4 （省略可能）ポート 443を介した Smart Call Homeのアクセスを有効にするためにプロキシサーバを設定
します。

クラスタの作成後、HXストレージクラスタがファイアウォールの背後にある場合は、Smart Call Homeプ
ロキシサーバを構成する必要があります。サポートは、url: https://diag.hyperflex.io:443エンドポイ

ントでデータを収集します。

1. 既存の登録メールとプロキシ設定をすべてクリアします。

# stcli services sch clear

2. プロキシと登録メールを設定します。

構文：

stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS [--proxy-url PROXYURL] [--proxy-port PROXYPORT]
[--proxy-user PROXYUSER] [--portal-url PORTALURL] [--enable-proxy ENABLEPROXY]
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構文の説明 説明必須またはオプショ

ン

Option

シスコサポートから電子メールを受信する

ユーザのために、電子メールアドレスを追加

します。配信リストまたはエイリアスを使用

することをお勧めします。

必須。--email EMAILADDRESS

プロキシの使用を明示的に有効または無効に

します。

オプション。--enable-proxy
ENABLEPROXY

代替の Smart Call Homeポータル URLを指定
します（該当する場合）。

オプション。--portal-url PORTALURL

HTTPまたは HTTPSプロキシの URLを指定
します（該当する場合）。

オプション。--proxy-url PROXYURL

HTTPまたは HTTPSプロキシのポートを指
定します（該当する場合）。

オプション。--proxy-port PROXYPORT

HTTPまたは HTTPSプロキシの URLを指定
します（該当する場合）。

HTTPまたは HTTPSプロキシのパスワード
を指定します（メッセージが表示される場

合）。

オプション。--proxy-user PROXYUSER

例：

# stcli services sch set
--email name@company.com
--proxy-url www.company.com
--proxy-port 443
--proxy-user admin
--proxy-password adminpassword

3. プロキシサーバが動作していること、および HXストレージクラスタからサポートロケーションに
データが流れることを確認するために pingを送信します。

TACに連絡して接続を確認してください。（注）

# asupcli [--all] ping

--allオプションは、HXクラスタ内のすべてのノード上でコマンドを実行します。

ステップ 5 Smart Call Homeが有効になっていることを確認します。

Smart Call Home構成が設定されると、自動的に有効になります。
# stcli services sch show

ステップ 6 自動サポート（ASUP）通知を有効にします。
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一般に、Auto Support（ASUP）は HXストレージクラスタの作成中に設定されます。設定されなかった場
合、HX Connectまたは CLIを使用してクラスタ作成後の設定を有効にすることができます。

Smart Call Homeが無効になっている場合は、手動で有効にします。
# stcli services sch enable

Cisco HyperFlex Smart Call Homeクイックスタートガイド
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第 4 章

HyperFlex Smart Call Home CLIコマンド

この章では、HyperFlex Smart Call Home CLIコマンドに関する参照情報を提供します。

• stcli services schコマンド（11ページ）
• stcli services sch clearコマンド（12ページ）
• stcli services sch disableコマンド（12ページ）
• stcli services sch enableコマンド（13ページ）
• stcli services sch pingコマンド（13ページ）
• stcli services sch setコマンド（13ページ）
• stcli services sch showコマンド（14ページ）

stcli services schコマンド
このセクションでは、Cisco Smart Call Home（SCH）コマンドをリストし、説明します。Smart
Call Homeは、HXストレージクラスタに関する継続的なモニタ、プロアクティブな診断、ア
ラート、サービスチケット通知、および推奨する改善策を指定の ASUPカスタマーコンタク
トに提供します。また、必要に応じて、HTTPSやプロキシサーバを介して情報を提供するこ
ともできます。

HXストレージクラスタがファイアウォールの背後にある場合、アクセスするにはプロキシ
サーバが必要です。

stcli servicesは、HTTPプロキシとHTTPSプロキシの両方をサポートします。

（注）

stcli services sch [-h] {enable | disable | show | ping | clear | set}

構文の説明 説明必須またはオプションOption

Smart Call Home設定をクリアします。いずれか 1つが必須。clear

Smart Call Homeを無効にします。いずれか 1つが必須。disable
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説明必須またはオプションOption

Smart Call Homeを有効にします。いずれか 1つが必須。enable

Smart Call Homeエンドポイントに pingしま
す。

いずれか 1つが必須。ping

HTTPSアクセス用のプロキシサーバを含
め、Smart Call Homeを登録するためのコマ
ンド

いずれか 1つが必須。set

Smart Call Home設定を表示します。いずれか 1つが必須。show

コマンドデフォルト なし。いずれか 1つのオプションが必須です。

使用上のガイドライン stcli services schコマンドでは、{}で囲まれた位置指定引数のいずれかを指定するほか、[]
で囲まれた引数を任意に指定できます。

stcli services sch clearコマンド
ストレージクラスタ設定から Smart Call Homeメールおよびプロキシ設定を削除します。

stcli services sch clear [-h]

コマンドデフォルト 他にオプションはありません。

使用上のガイドライン stcli services sch clearコマンドは、ストレージクラスタ設定からSmart Call Home通知メー
ルおよびプロキシ設定を削除するために実行します。

# stcli services sch clear

stcli services sch disableコマンド
HX Smart Call Homeを無効にします。

stcli services sch disable [-h]

コマンドデフォルト 他にオプションはありません。

使用上のガイドライン stcli services sch disableコマンドを実行します。

# stcli services sch disable
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stcli services sch enableコマンド
HX Smart Call Homeを有効にします。通知メールアドレスを設定するには、「stcli services

sch set」を参照してください。

stcli services sch enable [-h]

コマンドデフォルト 他にオプションはありません。

使用上のガイドライン stcli services sch enableコマンドを実行します。

# stcli services sch enable

stcli services sch pingコマンド
Smart Call Homeエンドポイントに pingします。

stcli services sch ping [-h]

コマンドデフォルト オプションはありません。

使用上のガイドライン stcli services sch pingコマンドを実行します。

次に例を示します。

# stcli services sch ping

ping to callhome endpoint was successful

stcli services sch setコマンド
Smart Call Homeサービスに必要な連絡先とプロキシサーバを設定します。

入力を求められたら passwordを入力してください。

stcli servicesは、HTTPプロキシとHTTPSプロキシの両方をサポートします。

重要

stcli services sch set [-h] --email EMAILADDRESS [--proxy-url PROXYURL] [--proxy-port
PROXYPORT] [--proxy-user PROXYUSER] [--portal-url PORTALURL] [--enable-proxy
ENABLEPROXY]
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構文の説明 説明必須またはオプ

ション

Option

シスコサポートから電子メールを受信する

ユーザのために、電子メールアドレスを追加

します。配信リストまたはエイリアスを使用

することをお勧めします。

必須。--email EMAILADDRESS

プロキシの使用を明示的に有効または無効に

します。

オプション。--enable-proxy
ENABLEPROXY

代替の Smart Call HomeポータルURLを指定
します（該当する場合）。

オプション。--portal-url PORTALURL

HTTPまたはHTTPSプロキシのURLを指定
します（該当する場合）。

オプション。--proxy-url PROXYURL

HTTPまたはHTTPSプロキシのポートを指
定します（該当する場合）。

オプション。--proxy-port PROXYPORT

HTTPまたは HTTPSプロキシの URLを指定
します（該当する場合）。

HTTPまたは HTTPSプロキシのパスワード
を指定します（メッセージが表示される場

合）。

オプション。--proxy-user PROXYUSER

コマンドデフォルト なし。電子メールアドレスは必須です。デフォルトで、プロキシサーバは設定されません。

使用上のガイドライン stcli services sch setコマンドに電子メール受信者のアドレスを含めます。HXストレージ
クラスタがファイアウォールの背後にある場合は、プロキシサーバを設定します。

Smart Call Homeサービスを使用するには、このサービスが有効になっていることを確認しま
す。stcli services sch showコマンドと stcli services sch enableコマンドを参照してくだ

さい。

# stcli services sch set --email alias@mycompany.com

stcli services sch showコマンド
SmartCallHome設定を表示します。これには設定した通知メールとプロキシの設定が含まれ、
さらに Smart Call Homeは有効か無効かが示されます。

stcli services sch show [-h]

コマンドデフォルト 他に指定できるオプションはありません。
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使用上のガイドライン stcli services sch showコマンドは、適用されている Smart Call Home設定をリストするため
に実行します。

この応答例では、Smart Call Homeは有効になっているものの、電子メールアドレスと
プロキシ設定は設定されていないことを示しています。

# stcli services sch show

proxyPort: 0
proxyUser:
enabled: True
proxyPassword:
cloudEnvironment: production
proxyUrl:
emailAddress:
portalUrl:
cloudAsupEndpoint: https://diag-hyperflex.io/

Cisco HyperFlex Smart Call Homeクイックスタートガイド
15

HyperFlex Smart Call Home CLIコマンド

stcli services sch showコマンド



Cisco HyperFlex Smart Call Homeクイックスタートガイド
16

HyperFlex Smart Call Home CLIコマンド

stcli services sch showコマンド



翻訳について
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